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問　
９
月
議
会
に
提
案
さ
れ

た
住
民
投
票
条
例
案
は
、

平
成
26
年
の
検
討
委
員
会

の
答
申
内
容
か
ら
、
重
要

事
項
で
あ
る
投
票
資
格
者

と
署
名
数
が
変
更
さ
れ
て

い
る
。
重
要
事
項
を
変
更

す
る
場
合
、
事
前
に
市
民

や
議
員
に
対
し
て
意
見
聴

取
や
説
明
を
行
う
な
ど
、

丁
寧
な
手
続
き
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
認
識

問　
旧
優
生
保
護
法
の
被
害

者
は
、
子
を
産
み
育
て
る

権
利
を
奪
わ
れ
、
国
か
ら

の
支
援
も
不
十
分
で
あ
る
。

身
内
や
周
り
の
目

を
気
遣
い
、
ま
だ

声
を
上
げ
ら
れ
な

い
市
民
も
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
本

市
が
旧
優
生
保
護

法
被
害
者
等
支
援

条
例
を
制
定
し
、

障
害
者
へ
の
差
別

や
、
優
れ
た
命
と

劣
っ
た
命
が
あ
る

と
の
優
生
思
想
を

許
さ
な
い
ま
ち
づ

問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観

点
か
ら
、
市
役
所
の
課
長

級
以
上
に
占
め
る
女
性
職

員
の
割
合
を
さ
ら
に
引
き

上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。

答　
現
在
、
本
市
の
課
長
級

以
上
の
管
理
職
２
５
８
人

の
う
ち
女
性
は
47
人
で
、

割
合
は
18
．２
％
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
令
和
２
年
度
の

全
国
と
県
下
自
治
体
の
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。
明

石
市
特
定
事
業
主
行
動
計

画
で
は
、
次
の
管
理
職
候

補
と
な
る
主
任
級
職
員
に

占
め
る
女
性
職
員
の
比
率

を
10
年
間
の
中
長
期
目
標

と
し
て
50
％
に
定
め
て
い

る
が
、
今
年
４
月
の
主
任

級
職
員
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
、52・７
％
と
な
っ

て
い
る
。

 

　
な
お
、
８
月
に
は
男
女

７
人
ず
つ
の
市
職
員
に
よ

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
新
た

に
設
置
し
、
男
性
職
員
の

育
児
休
業
の
取
得
促
進
、

家
事
育
児
等
の
男
女
共
同

参
画
の
促
進
、
教
育
や
防

災
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

関
す
る
施
策
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
市
役
所
だ
け
に

と
ど
め
ず
、
民
間
企
業
に

も
波
及
さ
せ
る
こ
と
で
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の

な
い
社
会
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

く
り
を
宣
言
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
内
容
と
今

後
の
支
援
を
聞
く
。

答　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
は
全
国
か
ら
２
６
０
件

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
本

市
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

や
被
害
者
等
へ
の
支
援
金

支
給
お
よ
び
支
給
対
象
者

の
拡
大
へ
の
賛
同
、
条
例

の
早
期
制
定
を
望
む
意
見

が
多
く
あ
っ
た
。
条
例
が

可
決
さ
れ
た
場
合
、
被
害

者
に
必
要
な
情
報
の
提
供

を
行
う
と
と
も
に
周
知
に

努
め
て
い
く
。

 

　
ま
た
、
支
援
金
の
支
給

だ
け
で
な
く
、
安
心
し
て

明
石
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

継
続
し
た
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
優
生
思
想
の
根

絶
こ
そ
が
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
深

く
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
関
連
施
策

と
も
連
携
し
、
市
民
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、
消
防
・

救
急
搬
送
体
制
の
強
化
と

火
災
予
防
の
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
。
本
市
の

見
解
を
聞
く
。

答　
現
在
、
消
防
職
員
２
３

８
人
の
大
半
が
消
防
署
に

配
属
さ
れ
、
昼
夜
を
問
わ

ず
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
っ
て
い
る
が
、
本
市

の
人
口
増
に
伴
う
出
動
件

数
の
増
加
や
高
齢
化
の
進

展
、
自
然
災
害
の
発
生
に

備
え
、
さ
ら
な
る
消

防
体
制
の
強
化
が
急

務
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
９
月
議
会
に
26

人
の
大
幅
な
増
員
を

図
る
条
例
案
を
提
案

し
た
。
こ
れ
に
よ
り

江
井
島
分
署
の
救
急

隊
と
消
防
隊
の
兼
務

を
解
消
す
る
ほ
か
、

災
害
出
動
体
制
や
大

久
保
地
区
の
救
急
搬
送
体

制
な
ど
が
充
実
し
、
組
織

全
体
の
強
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

 

　
な
お
、
希
望
す
る
職
員

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完

了
さ
せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行 

っ
て
い
る
。
ま
た
、
火
災

予
防
の
意
識
向
上
の
た
め
、

自
治
会
や
町
内
会
を
中
心

に
防
火
知
識
等
の
講
習
を

行
う
ほ
か
、
事
業
所
に
は

防
火
安
全
対
策
を
指
導
し

て
い
る
。
現
在
、
コ
ロ
ナ

禍
で
救
急
件
数
は
減
少
し

て
い
る
が
、
広
報
あ
か
し

な
ど
を
活
用
し
、
救
急
車

の
適
正
利
用
の
呼
び
か
け

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

を
問
う
。

答　
市
長
と
し
て
、
検
討
委

員
会
の
答
申
内
容
に
異
論

は
な
い
が
、
本
市
の
憲
法

的
な
位
置
付
け
で
あ
る
自

治
基
本
条
例
に
規
定
さ
れ

て
い
る
住
民
投
票
が
、
条

例
が
な
い
た
め
に
行
え
な

い
現
状
を
早
期
に
解
消
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

　
今
回
の
提
案
は
、
本
条

例
の
制
定
を
最
優
先
に
考

え
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
で

の
意
見
等
を
踏
ま
え
た
上

で
、
答
申
の
内
容
か
ら
投

票
資
格
者
に
定
住
外
国
人

を
含
め
な
い
、
請
求
手
続

き
に
必
要
な
署
名
数
を
投

票
資
格
を
有
す
る
者
の
８

分
の
１
で
は
な
く
、
６
分

の
１
に
変
更
す
る
案
と
し

た
。
こ
の
内
容
は
、
議
員

の
間
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員

が
審
議
の
中
で
意
見
集
約

を
図
り
、
着
地
点
を
見
つ

け
て
い
く
こ
と
が
、
二
元

代
表
制
に
お
け
る
議
会
の

役
割
と
考
え
る
。
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審議が行われた令和３年９月議会

明
石
市
住
民
投
票
条
例
案

　
　
丁
寧
な
説
明
や
意
見
聴
取
な
く

　
検
討
委
員
会
の
答
申
と
異
な
る
提
案

誰一人取り残さない
旧優生保護法被害者へ
継続した支援が必要

人
口
増
で
出
動
増

 

急
が
れ
る

　
消
防
体
制
の
強
化

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

８
月
に
新
た
に
設
置

消防職員定数を引き上げへ

は い の

　
しゅう

 
へ い

ＳＤＧｓ未来安心都市に向けて施策に市民ニーズの反映を
【担当分野】
市政の総合企画や広報、
財政・市税、消防など、
総務・財務部門や市民
の安全に関わる分野を
審査します。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
人
口
が
初
め
て
30
万
人
を
超
え
、市

政
の
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
中
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
安
心
都
市
・
明
石
と
し
て

「
い
つ
ま
で
も
　
す
べ
て
の
人
に
　
や

さ
し
い
ま
ち
を
　
み
ん
な
で
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
＼
Ｓ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
Ｅ
施
策
の
推
進
や
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
包
括

的
な
指
針
と
な
る
条
例
の
審
査
を
し
ま

す
。
そ
の
他
、
大
久
保
北
部
遊
休
地
の

利
活
用
や
工
場
立
地
法
の
緑
地
面
積
率

に
関
す
る
議
論
も
重
要
で
す
。
ま
た
、

今
年
は
日
本
標
準
時
制
定
１
３
５
周
年

に
あ
た
る
た
め
、「
時
の
ま
ち
」
と
し

て
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
あ
か

し
支
え
合
い
基
金
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

灰 野　修 平
【議会歴】
在職１期。建設企業常
任委員長、文教厚生常
任委員などを歴任。
53歳。

総
務 

常
任
委
員
長
に
聞
く

はやし け ん

　
た

 

【担当分野】
教育や福祉、介護保険、
子育て支援・子どもの
健全育成、保健衛生な
ど、市民の暮らしを支
える分野を審査します。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
市
民
の
生
命
を
し
っ
か
り
と
守
る
た

め
、
県
下
の
自
治
体
と
比
較
し
て
遅
れ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
な
お
、
議
会

な
ど
か
ら
市
に
対
し
て
、
中
断
し
て
い

た
集
団
接
種
の
実
施
を
強
く
要
望
し
た

結
果
、
あ
か
し
市
民
広
場
と
あ
か
し
保

健
所
で
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
所
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
待
機
児
童
数
は
今
年
４
月
時
点

で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
で
あ
り
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
読
み
切
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
市
民
生
活
に
直
結
す
る
委
員

会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
市
民
の
声
を
し

っ
か
り
と
行
政
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
市
民
一
人
一
人
が
、
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
何

か
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
、ニ
ー
ズ
の
本
質
を
見
極
め
、

効
果
的
に
力
強
く
進
め
ま
す
。

林　健 太
【議会歴】
在職２期。監査委員、
議会運営委員長、総務
常任委員長などを歴任。
39歳。

文
教
厚
生 

常
任
委
員
長
に
聞
く


